
令和６年度 第２回富塚中学校運営協議会 

                               令和６年１１月２２日 

14:30～15:00 授業参観

                                                     15:00～16:00 会議室 

                     

開会 開催要件（委員の過半数の出席）確認  <司会：廣野、記録：岩邊> 

 

１ 会長あいさつ （金原会長） 

 

２ 校長あいさつ （中津川校長） 

 

３ 議長の選出  （出席した委員の中から互選） 

 

４ 第１回会議録の確認 

 

５ 熟議 ＜議長：    ＞ 

今年度の目標「富塚の地域性と現状に生きる生徒の成長に合わせたコミュ

ニティ・スクールを目指し、学校、家庭、地域が共に成長できるようにビジ

ョンをもっと広く共有する。」に照らし合わせて 

   ○いじめ防止対策について（校長） 

➀取組について ➁地域家庭との連携について 

   ○地域クラブについての情報交換(校長) 

○今後の富中コミスクについて 

      ・今年度のコミスク活動の確認、今後の展望等について、TS 発表会

を見学した感想等も交えながら学校職員とグループ別協議をして

意見を出し合います。 

       ➀成果と課題  

➁TS 活動（視点：学びの深まりはあったか？  

地域とのつながりが生かされているか？）  

６ 報告 学校支援コーディネーター研修（行森） 

 

７ 連絡 

（１）次回 令和７年２月１９日（水）１４：３０～１５：３０ 

（２）次回の熟議内容の確認     

（３）学校運営委員会自己評価について 

   12/9（月）までに提出をお願いします。 

    紙面、ＦＡＸ、メールなどで返信をお願いします。 

     Fax：471-5262  e-mail：tomitsuka-j@city.hamamatsu-szo.ed.jp 

８ 閉会 
 

mailto:tomitsuka-j@city.hamamatsu-szo.ed.jp


◎休日は「地域クラブ活動」へ移行
（体制が整わない場合は、「部活動指導員による学校部活動」を経て地域クラブ活動へ移行）

◎平日の学校部活動は継続

令和８年９月以降の浜松市における「休日の部活動の地域移行」イメージ図

中学校は、学校運営協議会等で
「休日の部活動の地域移行のあり
方」について継続的に協議する。

浜松市
中学校部活動

スポーツ庁・文化庁
ガイドライン

在籍する学校及び近隣施設

学校部活動
【位置付け】学校教育の一環

場所

用具・交通費等の実費費用

災害共済給付補償

教員・部活動指導員 ※外部指導者の参加は可能指導者

学校部活動

在籍する学校及び近隣施設場所

用具・交通費等の実費費用

災害共済給付補償

部活動指導員 ※外部指導者の参加は可能指導者

○部活動指導員は、単独の指導・引率が可能な市の会計年度任用職員

その学校の
生徒が参加

その学校の
生徒が参加

平日

地域クラブ活動

【位置付け】社会教育の一環

中学校地域クラブ、スポーツ協会加盟団体、
NPO法人、吹奏楽連盟加盟団体、
総合型地域スポーツ・文化クラブ、
民間事業者 等

運営団体
実施主体

地域住民、指導を希望する教員（兼職兼業等）、
運営団体・実施主体が派遣する指導者 等

指導者

学校施設、公共のスポーツ・文化施設、社会教育施設、
地域団体・民間事業者等が有する施設 等

場所

会費、用具代、交通費 等

各種保険 等

費用

補償

どの学校の生徒
でも参加可能

○学校部活動として大会に参加することは可能

休日

【地域クラブ活動の基本理念】 浜松市は、生徒の
豊かなスポーツ・文化芸術活動の実現（持続可能
な活動環境の構築）を目指します。

生徒が自由に活動を選択できます

学校部活動
地域クラブ活動

（部活動指導員による学校部活動）
自由な時間

平日 休日

自由な時間


